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株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
ご
高
配
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
上
半
期
は
、
原
油
高
の
影
響
を
受
け

て
原
料
費
が
高
騰
し
た
も
の
の
、
低
気
温
及
び
、

工
業
用
で
他
燃
料
か
ら
環
境
性
・
経
済
性
に
優

れ
た
天
然
ガ
ス
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
当
初
見
通
し
を
上
回
る
利
益
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
新
し
い

「
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
」
の
実
行
初
年
度
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
順
調
な

も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

新
中
期
経
営
計
画
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
２

０
１
０
年
代
に
お
い
て
も
、
天
然
ガ
ス
を
基
軸

に
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
、
持
続
的
に
成
長
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
１
月
に
本
計
画
を
策

定
し
て
以
降
、
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
態
に

的
確
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
オ
ー
ル
電
化
攻
勢
の
高
ま
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
進
化
し
た
ガ
ス
機
器
の
安
全
性
を
は
じ
め
、

環
境
性
・
経
済
性
・
先
進
性
を
積
極
的
に
お
伝
え

す
る
た
め
、「
ガ
ス
・
パ
ッ
・
チ
ョ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
は
じ
め
と
し
た
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
炎
に
よ
る
料
理
や
ガ
ス
給
湯
の

快
適
性
な
ど
、
ガ
ス
の
あ
る
暮
ら
し
の
す
ば
ら
し

さ
を
お
客
さ
ま
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
地
道
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●私のプロフィール
・生年月日 1943年3月12日（63歳）
・出身地 東京都
・血液型 AB型
・家族 妻と一男一女
・座右の銘 敬天愛人

（天地自然を敬う謙虚な気持ちで
人のために尽くす）

・趣味 サッカー、クラシック音楽
（Ｊ・Ｓ・バッハ）鑑賞

グ
ル
ー
プ
中
期
経
営

計
画
（
２
０
０
６
年
〜

２
０
１
０
年
）の

着
実
な
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
っ
て



加
え
て
有
力
な
電
化
対
抗
策
と
し
て
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
マ
イ
ホ
ー
ム
発
電
で

す
。
私
も
最
近
自
宅
に
燃
料
電
池
ラ
イ
フ
エ
ル

を
設
置
し
ま
し
た
が
、
ガ
ス
に
よ
る
マ
イ
ホ
ー

ム
発
電
の
良
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
後
は
本

格
導
入
に
向
け
た
技
術
開
発
の
加
速
に
加
え
、

次
世
代
の
燃
料
電
池
と
目
さ
れ
て
い
る
発
電
効

率
が
高
い
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
の
技
術
開

発
推
進
に
、
全
社
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

一
方
、
昨
今
株
主
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
・
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事
態
が
度
々
起
こ
っ
た
こ

と
を
大
変
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
湯

沸
し
器
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
の
問
題

は
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ガ

ス
機
器
メ
ー
カ
ー
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ガ
ス
業
界
全
体
に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く

損
な
い
か
ね
な
い
問
題
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
当
社
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま
に

ガ
ス
を
安
心
し
て
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
に
最
大
限
努
め
る
こ
と
が
社
会
的
責
任
で
あ

る
と
考
え
、
一
刻
も
早
く
信
頼
回
復
を
は
か
る

べ
く
全
力
を
あ
げ
て
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
対
象
と
な
る
機
器
の
点
検
・

無
償
交
換
作
業
を
オ
ー
ル
東
京
ガ
ス
の
協
力
体

制
に
よ
り
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の

安
全
強
化
策
と
し
て
、
定
期
的
に
行
う
安
全
点

検
内
容
の
充
実
強
化
、
安
全
対
策
が
必
要
な
機

器
の
取
替
促
進
等
の
具
体
策
を
早
急
に
検
討
し

実
施
し
て
い
く
方
針
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
安
全
強
化
策
の
推
進
を
は
か
る

た
め
に
必
要
な
費
用
・
人
員
等
に
つ
い
て
は
、

経
営
の
最
優
先
課
題
と
し
て
重
点
的
に
投
入
し

て
い
き
ま
す
。
当
社
は
、
こ
れ
ま
で
製
造
・
輸

送
・
消
費
の
各
段
階
で
の
保
安
確
保
に
万
全
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
的
に
見
て

も
高
い
保
安
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う

ベ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
今
回
の

積
極
的
な
対
策
の
実
施
に
よ
り
「
安
心
・
安

全
・
信
頼
」
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
し
、
炎
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

の
た
め
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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東
京
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
タ
ン
カ
ー

（
東
京
ガ
ス
１
０
０
％
出
資
子
会

社
）
は
、
日
本
郵
船
㈱
と
の
共
同

保
有
（
東
京
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
タ
ン

カ
ー：

70
％
、
日
本
郵
船：

30
％
）

に
よ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
建
造
を
決

定
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
竣

工
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
同
社
が

保
有
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
は
七
隻
と

な
り
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
ら

Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
を
自
ら
運
航
管
理
す
る

こ
と
で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
低
減
や

購
入
条
件
の
柔
軟
性
向
上
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
第
三
者

向
け
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
な
ど
へ
の
事
業

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
東
京
ガ

ス
横
須
賀
パ
ワ
ー
は
二
〇
〇
四

年
、
一
般
電
気
事
業
者
向
け
に
電

力
を
供
給
す
る
独
立
系
発
電
事
業

者
と
し
て
建
設
を
開
始
し
た
も
の

で
、
今
後
十
五
年
間
の
契
約
で
電

力
を
東
京
電
力
株
式
会
社
様
に
供

給
し
ま
す
。

東
京
ガ
ス
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の

隣
接
地
に
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し

た
高
効
率
な
最
新
鋭
の
発
電
設
備

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
競
争
力
あ

る
電
力
を
生
み
出
し
ま
す
。
将
来

の
電
力
需
要
を
に
ら
み
な
が
ら
、

今
後
も
積
極
的
に
事
業
拡
大
を
図

る
計
画
で
す
。

当
社
は
「
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
に

よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
優
良

企
業
選
定
　
電
力
・
ガ
ス
業
種
の

部
」
に
お
い
て
三
年
連
続
「
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
優
良
企
業
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、（
社
）
日
本
証
券
ア
ナ

リ
ス
ト
協
会
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
十
三
業
種
を
対
象
に
証
券
ア

ナ
リ
ス
ト
が
評
価
・
選
定
を
行
い

ま
し
た
。

当
社
は
、
経
営
ト
ッ
プ
が
常
に

Ｉ
Ｒ
の
最
前
線
に
立
ち
真
摯
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
、
経
営
方
針
の

説
明
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
中
期

経
営
計
画
に
お
い
て
株
主
配
分
策

を
明
確
に
説
明
し
た
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

㈱
東
京
ガ
ス

横
須
賀
パ
ワ
ー
が

営
業
運
転
を
開
始

（
06
年
６
月
）

T
O
P
IC
S

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
は
低
温
・
高
湿

度
の
ミ
ス
ト
に
よ
り
発
汗
を
促
す

入
浴
法
で
、
保
温
・
保
湿
・
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
る
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

新
製
品
は
、
従
来
の
浴
室
暖
房

乾
燥
機
に
マ
イ
ク
ロ
ス
チ
ー
ム
ミ

ス
ト
に
よ
る
サ
ウ
ナ
機
能
を
加
え

た
も
の
で
、
微
粒
子
ミ
ス
ト
は
目

に
見
え
な
い
ほ
ど
小
さ
く
濡
れ
に

く
い
た
め
、
入
浴
し
な
が
ら
読
書

や
テ
レ
ビ
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

更
に
ミ
ス
ト
発
生
時
に
必
要
と

な
る
水
を
循
環
再
利
用
す
る
こ
と

で
水
使
用
量
を
減
ら
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
低
減
さ
せ
ま
し
た
。

東
京
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー

タ
ン
カ
ー
が

Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
を
建
造

（
06
年
７
月
）

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

優
良
企
業
表
彰
を

三
年
連
続
受
賞

（
06
年
10
月
）

マ
イ
ク
ロ
ス
チ
ー
ム

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ

機
能
付
浴
室
暖
房

乾
燥
機
　
新
発
売

（
06
年
10
月
）
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株主の皆さまを対象とする、施設見学会を下記のとおり開催いたします。
株主の皆さまのご参加をお待ちしております。

施設見学会

■実施のご報告
9月～10月初めに株主さま施設見学会を実施しました。今

年は工場・ショールームに加え、研究施設を見学していただき、
当社の最先端技術をご紹介しながら燃料電池車にも試乗をし
ていただきました。

施設見学会の概要と応募要領

●日　　時 ：2月18・25日（日）、両日共午前（10-12時）及び午後（13-15時）の2回
●場　　所 ：新宿パークタワービル内　当社ショールーム（現地集合）

（往復交通費は、ご本人負担とさせていただきます。）
●募集人数 ：各回とも15組30名様（1組2名様まで）
●応募方法 ：住所、氏名、年齢、電話番号、希望日時（第2希望まで）、同行希望者氏名の

必要事項をご記入の上、官製はがき又は下記URLからメールで12月31日
までにお申込みください。
http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/event/kengaku.html

●郵送宛先 ：〒105-8527  港区海岸1-5-20  東京ガス㈱総務部総務グループ

※応募者多数の場合は、抽選となります。結果は、返信をもって代えさせていただきます。
あらかじめご了承ください。
※応募に伴いお預かりした株主さまの個人情報につきましては、見学会のご案内・ご連絡に限定して利用し、
目的以外には利用いたしません。

当
社
は
６
月
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

女
性
の
た
め
の
Ｉ
Ｒ
サ
ロ
ン「
料
理
研
究
家

藤
原
ヒ
ロ
ユ
キ
が
提

案
す
る
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
に
あ
う
料
理
」
の
開
催
に
続
き
、
９
月

に
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
女
性
の
た
め
の
投
資
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
Ｉ
Ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
２
０
０
６
Ａ
ｕ
ｔ
ｕ
ｍ
ｎ
」

に
出
展
し
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は「
ガ
ス
で
、
パ
ッ
と
明
る

く
、
チ
ョ
っ
と
い
い
未
来
。」
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
・
対
談

に
て
企
業
戦
略
と
新
商
品
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
セ
ミ
ナ
ー
に
登
場
し
た
「
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
」
体
験
、「
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
ｅ
ｘ
ｅ
」・
10
月
に
新
発
売
の

「
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
＋
ｄ
ｏ
」
の
展
示
を
行
い
、
７
０
０
名
以

上
の
方
々
に
実
際
に
見
て
触
っ
て
、
良
さ
を
実
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
々

ご
家
庭
で
ガ
ス
を
お

使
い
の
皆
さ
ま
に
、

東
京
ガ
ス
が
提
案
す

る
「
炎
の
あ
る
豊
か

な
暮
ら
し
」
を
感
じ

て
い
た
だ
き
、
東
京

ガ
ス
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

「
女
性
の
た
め
の
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
Ｉ
Ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

２
０
０
６
Ａ
ｕ
ｔ
ｕ
ｍ
ｎ
」
に
参
加

女性投資家フォーラム

イベント情報

ご案内



マイホーム発電
の仕組み
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都
市
ガ
ス
を
使
っ
て
、
家
庭
で
発
電
で
き
た
ら
…
。
こ
れ
が
「
マ
イ
ホ
ー
ム
発

電
」の
発
想
で
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
「
ラ
イ
フ
エ
ル
」
は
、
こ
の
「
マ
イ
ホ
ー

ム
発
電
」
に
燃
料
電
池
と
い
う
先
端
技
術
を
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

東
京
ガ
ス
の
快
適
生
活
提
案

「
マ
イ
ホ
ー
ム
発
電
」ガ
ス
で
電
気
も
給
湯
も
。

マイホーム発電（コージェネレーションシステム）のしくみ
東京ガスの「マイホーム発電」は、都市ガスを利用した燃料電池「ライフエル」またはガスエンジン「エコウィル」
によって、家庭の電気機器に電気を供給すると同時に、発生する熱で沸かしたお湯を給湯に利用します。
※「ライフエル」の暖房・風呂の追い炊きはバックアップ熱源機で行います。

今
ま
で
に
な
い
都
市
ガ
ス
の
使
い
方

節
電
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
け
ど
、
家
庭
に
は
快

適
性
、
利
便
性
も
必
要
で
す
よ
ね
。
ラ
イ
フ
エ
ル

は
、
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
ガ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
水
素
と
空
気
中
の
酸

素
を
化
学
反
応
さ
せ
て
発
電
し
、
そ
の
時
に
発
生

す
る
熱
も
有
効
利
用
。
こ
れ
な
ら
快
適
な
生
活
を

送
り
な
が
ら
省
エ
ネ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
が
あ
り
ま
せ
ん

自
宅
で
発
電
し
、
そ
の
時
に
発
生
す
る
熱
で
お

湯
を
つ
く
る
ラ
イ
フ
エ
ル
。
電
気
を
使
っ
て
い
る

と
、
い
つ
の
ま
に
か
お
湯
が
出
来
て
い
ま
す
。
発

電
所
な
ら
廃
熱
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
熱
も
、

マ
イ
ホ
ー
ム
発
電
だ
か
ら
有
効
利
用
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
生
活
パ
タ
ー
ン
を
学
習
し
、
自
動
発

電
す
る
機
能
も
搭
載
し
て
い
ま
す
。



1ヶ月の運転状況 

1ヶ月のCO2削減量  約160kg
1ヶ月の発電状況 

ライフエルの発電量 357kWh 
家庭内の消費電力量合計 614kWh

約58％の電力を 
ライフエルが 
カバー 

1ヶ月のお湯の利用状況 

ライフエルがつくったお湯 416kWh 
家庭内で利用したお湯の量 575kWh

約72％が 
発電時に 
できたお湯 

1日の運転パターン 

電気の使用量 ■家庭内消費電力量 
■ライフエルが発電した電力 

消
費
電
力
量（
ｋ
Ｗ
ｈ
） 

0時 6時 12時 18時 24時 

お湯の使用量 ■家庭内で消費したお湯の量 
■ライフエルがつくったお湯の量 

熱
　
量（
ｋ
Ｗ
ｈ
） 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

0時 6時 12時 18時 24時 
※データは2005年12月のものです。 

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
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ふ
ん
だ
ん
に
お
湯
を
使
え
る
、

ち
ょ
っ
と
優
雅
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
は
住
宅
の
設
計
・
設
備
に
関
わ
る
仕
事
を
さ
れ

て
い
て
、
自
宅
を
建
て
替
え
る
際
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契

約
で
ラ
イ
フ
エ
ル
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「
発
電
状
況
や
使
用
電
力
量
を
表
示
し
た
リ
モ
コ
ン
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
光
熱
費
を
気
に
せ
ず
に
お
湯
が
使
え

る
し
、
床
暖
房
や
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
も
設
置
で
き
た
の
で
、
家

族
に
も
好
評
で
す
。
故
障
し
た
時
は
自
動
的
に
東
京
ガ
ス
に

情
報
が
い
く
な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
も
素
晴
ら
し
く
、
安

心
し
て
使
用
出
来
ま
す
ね
。」（
小
林
さ
ん
談
）

ライフエル 導入事例

小林 勝成 様
神奈川県在住。
ご家族4人でお住まい。
2005年11月より
ライフエルをご利用。

FCパートナーシップ契約概要
1．東京ガス所有の燃料電池を東京ガスにてお客
さま宅に設置の上、ご使用いただきます。
（メンテナンスは東京ガスにて定期的に実施。）
2．ご使用期間中運転データモニタリング（3年間）
やアンケートによる使用感の調査等（10年間）に
ご協力いただきます。（お客さまに燃料電池をご
利用いただき、消費エネルギーや二酸化炭素排
出の削減を実施しながら、燃料電池の普及につ
なげるべく、多くの運転データを得てよりよい商
品づくりに活かしていきます。）

契約期間（燃料電池のご利用期間）10年
契約金額100万円（税込）を
お客様にご負担いただきます。

※但し、燃料電池に接続するガス、給水、給湯配管工
事及び連係用ブレーカー等は契約に含まれません。

主な設置条件他はホームページをご覧ください。
http://home.tokyo-gas.co.jp/l ifuel/
l ifuel11.html

現在の発電電力と電力会社から購入して
いる電力を確認できます。

（ZKR06A-BFMSV  台所リモコンの場合）

●現在の電力状況

リモコン表示例

今日・昨日・今月・先月の発電量と電力会
社から購入した電力量を確認できます。

●電力量情報
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●
材
料

厚
い
牛
リ
ブ
ロ
ー
ス
、
黒
粒
胡
椒
、マ
ス
タ
ー

ド
、
玉
ネ
ギ
、ニ
ン
ニ
ク
、バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー

ム
、
パ
ス
タ（
つ
け
あ
わ
せ
用
）

●
作
り
方

①
肉
の
両
面
に
、つ
ぶ
し
た
黒
胡
椒
を
ま
ぶ

し
、
室
温
で
30
分
間
お
く
。
フ
ラ
イ
パ
ン
は

オ
イ
ル
を
塗
ら
ず
に
強
火
で
熱
し
、
肉
の
両

面
を
焼
く
。
好
み
の
焼
き
加
減
で
火
か
ら

は
ず
し
、
塩
を
し
て
ア
ル
ミ
箔
で
包
む
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
と
か
し
、み
じ
ん

切
り
の
玉
ネ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク
を
加
熱
。
黒
胡

椒
を
加
え
１
分
間
加
熱
し
、
生
ク
リ
ー
ム
・

マ
ス
タ
ー
ド
・
塩
を
加
え
、
と
ろ
み
が
つ
く

ま
で
煮
詰
め
る
。

③
ス
テ
ー
キ
に
ソ
ー
ス
を
か
け
、
バ
タ
ー
か

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
あ
え
た
パ
ス
タ
を
そ

え
る
。

両
面
焼
き
グ
リ
ル
内
の
空
気
の
対
流
に
よ
り
、

自
然
に
黄
身
が
真
ん
中
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
水
を
使
わ
な
い
の
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
。

●
作
り
方

①
水
で
湿
ら
せ
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
卵
を

包
み
、
更
に
そ
の
上
か
ら
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

包
む
。

②
グ
リ
ル
強
火
で
約
10
分
焼
き
、
グ
リ
ル
か

ら
出
し
て
冷
水
で
冷
ま
す
。

「
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
＋
ｄ
ｏ
〈
プ
ラ
ス
・
ド
ゥ
〉」

は
、
コ
ン
ロ
の
本
質
を
追
求
し
て
開
発
さ
れ

た
商
品
。「
料
理
す
る
こ
と
」
を
存
分
に
楽
し

め
る
便
利
な
機
能
や
工
夫
が
満
載
で
す
！

料
理
の
本
質
で
あ
る
「
炎
」
と
、

使
い
や
す
さ
を
追
求
。
も
っ
と
料
理

を
楽
し
め
る
便
利
な
機
能
を
紹
介
す

る
と
…
。

●
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で

オ
ー
ブ
ン
料
理
に
挑
戦

両
面
焼
き
水
な
し
グ
リ
ル
の
中
で

付
属
の
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
て

オ
ー
ブ
ン
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
調
理
時
間
は
オ
ー
ブ
ン
の
約

半
分
で
す
。

●
超
・
強
火
力
で
プ
ロ
の
仕
上
が
り

ハ
イ
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
ナ
ー
の
火
力
が

約
25
％
ア
ッ
プ
。
炒
め
も
の
な
ど
を

短
時
間
で
、
旨
み
を
逃
さ
ず
仕
上
げ

ま
す
。

●
安
全
で
便
利
な
機
能
が
満
載

全
バ
ー
ナ
ー
に
温
度
セ
ン
サ
ー
を
搭

載
。
消
し
忘
れ
防
止
・
焦
付
き
消
火

機
能
も
付
い
て
い
ま
す
。
自
動
炊
飯

機
能
、
調
理
タ
イ
マ
ー
な
ど
便
利
な

機
能
も
充
実
で
す
。

新製品情報
ピピッとコンロ

+do＜プラス・ドゥ＞

料理ひとくちメモ

ピピッとコンロ+do HR-P873-SUL

希望小売価格　税込 252,000円
（本体価格240,000円）工事費別

ダッチオーブンを付属し、料理を存分に楽しんでい
ただけます。「+do＜プラス・ドゥ＞」という名前は、英
語の「do」とダッチオーブンの頭文字「do」をかけた
ものです。

強火でジューシーに
仕上げよう！

ペッパーステーキ

両面焼き水なし
グリルで

こんなことも！

ゆで卵

■トッププレートはお掃除しやすい一枚
板成型のステンレスを採用
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東京ガスの安全対策
当社ではお客さまに安全・快適にガスをお使いいただくため定期点検、
安全性の高い製品の開発など、さまざまな対策を実施しています。

万一問題が起こった場合でも、速やかな対応により、
東京ガスに任せておけば安心！と思っていただけるよう努めてまいります。

●CSR(企業の社会的責任)への取り組み

■
定
期
的
な
点
検

ガ
ス
事
業
法
に
基

づ
き
３
年
に
１
度
、

ガ
ス
配
管
の
漏
え

い
検
査
や
給
排
気

設
備
（
ガ
ス
湯
沸

器
な
ど
）
の
点
検

を
行
い
ま
す
。

■
ガ
ス
漏
れ
の
24
時
間
受
付
・
出
動

ガ
ス
ラ
イ
ト
24

ガ
ス
漏
れ
通
報
専

用
電
話
へ
通
報
が

あ
れ
ば
、
24
時
間

体
制
で
状
況
確
認

や
通
報
者
へ
の
安

全
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
、
現
場
に
急
行

し
ま
す
。

■
速
や
か
な
情
報
開
示
と
対
策

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
「
Ｆ
Ｅ
式
瞬
間
湯
沸

器
」
の
事
故
報
道
を
受
け
、
直
ち
に
調

査
を
実
施
し
、
東
京
ガ
ス
で
の
安
全
装

置
の
改
造
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
現
在
、
東
京
ガ
ス
ブ
ラ
ン
ド
品
は

も
ち
ろ
ん
、
メ
ー
カ
ー
市
販
品
に
も
無

償
点
検
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

■
機
器
開
発

安
全
性
・
機
能
性
に
優
れ
た
「
ピ
ピ
ッ

と
コ
ン
ロ
」、
す
べ
て
の
バ
ー
ナ
ー
に
セ

ン
サ
ー
を
付
け
る
な
ど
安
全
機
能
を

満
載
し
た
「
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
セ
イ
フ

ル
」
や
「
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ

ｅ
ｘ
ｅ
」

を
開
発
し
て
い
ま
す
。

立ち消え安全装置

煮こぼれや吹きこぼれ、風などで炎
が消えても、自動的にガスを止め
ます。

天ぷら油過熱防止機能

油の温度が約250℃になると、温度
センサーが鍋底の温度を検知して
自動的にガスを止めます。

温度センサー

立ち消え安全センサー
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東京ガスグループの2007年3月期中間決算は、連結子会社

52社と持分法適用関連会社1社が対象となっております。

当中間期のガス販売量は、前年に比べ気温が低く推移した

影響や工業用の新規顧客の獲得・既存顧客への販売増により

前中間期比4.8％増加しました。

連結売上高は、ガス売上高の順調な伸びに加え原料費調整

制度に基づく料金単価調整等により、前中間期比12.9％増

の6,035億円となりました。この結果、原油価格高騰に伴う

原材料費の増加があったものの、営業利益は同75.6％増の

627億円、経常利益は同71.1％増の555億円となりました。

また、当中間期は投資有価証券売却益ほか38億円を特別利益

に計上した結果、中間純利益は増加し、同62.8％増の360億

円となりました。

なお、2007年3月期の通期見通しにつきましては、ガス販

売量の増加と原料費調整制度による料金単価調整等により、

総売上高は前期比9.9％増の1兆3,920億円となる見通しです。

当期純利益は原油価格高騰に伴う原材料費の増加や安全

対策を促進するための関連費用の投入はありますが、数理計算

上の差異費用処理の減少による諸給与の減少等により、

同38.5％増の860億円となり、増収増益になる見込みです。

（注）本資料の記載内容のうち、歴史的事実でないものは将来に関する見通しおよび計画に基づいた予測です。これらの将来予測には、リスクや不確定な要素
などの要因が含まれており、実際の成果や業績などは記載の見通しとは異なる可能性があります。

（億円）  4,736 5,051 5,141 5,344 6,035

2003年 
3月期中間期 

2004年 
3月期中間期 

2005年 
3月期中間期 

2006年 
3月期中間期 

2007年 
3月期中間期 

売上高 

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（億円） 
6,000

0

（億円）  359 438 471 357 627

2003年 
3月期中間期 

2004年 
3月期中間期 

2005年 
3月期中間期 

2006年 
3月期中間期 

2007年 
3月期中間期 

営業利益 
（億円）  274 364 444 324 555経常利益 
（億円）  184 222 274 221 360中間純利益 

（億円） 
700

0 

100 
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300 
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●営業利益 ●経常利益 ●中間純利益■売上高

2007年3月期 中間業績ハイライト（連結）

1

※財務編p1～6の各数値は四捨五入・切り捨て処理などの関係で、合計が合わない場合があります。



66.9％ 8.6％ 
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（億円）  184 222 274 221 360●中間純利益 
（億円）  683 756 687 651 652●減価償却費 

（億円）  867 979 962 873 1,012
営業キャッシュフロー 
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（億円） 
1,250

営業キャッシュフロー＝当期（中間）純利益＋減価償却費（長期前払費用償却費を含む） 

連結売上高構成比（2007年3月期中間期）
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（億m3） 

 4.3 4.7 5.4   6.2 7.1
 12.8 13.7 15.1 15.3 15.1
 17.3 20.4 23.0 24.3 25.7
 12.2 13.3 12.4 13.2 13.7
 46.7 52.1 55.9 58.9 61.7
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3月期中間期 

2004年 
3月期中間期 

2005年 
3月期中間期 
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●卸供給 
●業務用 
●工業用 
●家庭用 
合　計 
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ガス販売量実績

営業キャッシュフロー

［05/9→06/9主な増減要因］

卸供給（＋14.3％）
・ 卸供給先エリア内お客さまの新規稼動・稼動増による
引き取り量増加

業務用（－0.7％）
・ 低気温の影響による空調需要の減少

工業用（＋6.1％）
・ 発電専用向け需要の新規稼動増加
・ 既存お客さまの生産増による稼動増加

家庭用（＋4.3％）
・ 低気温による給湯需要の増加
・ お客さま件数の増加

2

事業区分はガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっています。
各事業区分に属する主要な製品は以下のとおりです。

■ガス ■ガス器具 ■受注工事：ガス工事
■不動産賃貸：建物の賃貸・管理など
■その他の事業：地域冷暖房、エネルギーサービス、LPG販売など
※売上高の構成比率には、セグメント間の取引を含んでおります。

※2006年2月のガス標準熱量変更に伴い、販売量を過去に遡って46.04655MJ/m3から45MJ/m3に調整しております。



中間財務諸表（連結）

（単位：百万円）連結 中間貸借対照表（要旨）

2006.9 2005.9
（資産の部）
固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産
流動資産
資産合計
（負債の部）
固定負債
流動負債
負債合計
少数株主持分
（資本の部）
資本金
資本剰余金
利益剰余金
その他
自己株式
資本合計
（純資産の部）
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
評価・換算差額等
少数株主持分
純資産合計
負債および純資産合計
（負債・少数株主持分および資本合計）

1,381,861
1,148,081
24,279
209,499
263,635

1,645,497

714,857
254,441
969,298
10,043

141,844
2,065

544,299
44,992

▲ 67,045
666,154

－
－
－
－
－
－
－
－

1,645,497

1,373,232
1,135,826
22,815
214,590
301,095

1,674,328

627,962
312,604
940,567

－

－
－
－
－
－
－

674,890
141,844
2,065

594,262
▲ 63,281
48,232
10,637
733,761

1,674,328

3

4

3
2
1

連結 中間キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）

当期は、 営業活動により322億円増加し、

固定資産の取得などの　 投資活動により678億円

減少、コマーシャルペーパー発行（630億円増）や

自己株式取得（341億円減）などの 財務活動に

より165億円増加した結果、 現金および現金同等

物の中間期末残高は273億円となりました。

解 説

ガス売上高が対前中間期比16.1％増加したこ

となどにより、１連結売上高は同12.9％増の

6,035億円となりました。ガスの原材料費が原油価

格高騰及び販売量増等に伴い増加し、営業費用は増

加したものの、２営業利益は75.6％増３ 経常利益

は71.1％増加いたしました。

投資有価証券売却益ほか38億円を特別利益に計上

した結果、 中間純利益は62.8％増の360億円と

なりました。

解 説

2006.4～2006.9 2005.4～2005.9
営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金および現金同等物に係る換算差額
現金および現金同等物の増減額
現金および現金同等物の期首残高
新規連結に伴う現金および現金同等物の増加額
連結除外に伴う現金および現金同等物の減少額
現金および現金同等物の中間期末残高

37,210
▲ 57,831
▲ 15,822

1
▲ 36,442
50,664
12,547

－
26,770

32,261
▲ 67,879
16,563
▲ 15

▲ 19,069
45,633
799
▲ 42

27,321

※純資産の部の新設：連結貸借対照表は本年5月1日の会社法施行に伴い、「資本の部」が廃止され「純資産の部」が新設されました。

1

2 3

4

1

2

3

4



141,844

141,844

2,065

2,065

572,599

△9,423

36,054

△3,497

△1,404

△67

21,662

594,262

△44,840

15,668

△34,109

△18,441

△63,281

671,669

△9,423

36,054

12,170

△34,109

△1,404

△67

3,221

674,890

56,510

△9,596

△9,596

46,913 

1,331

1,331

1,331

51

△64

△64

△12 

56,562

△8,329

△8,329

48,232 

10,255

382

382

10,637 

738,487

△9,423

36,054

12,170

△34,109

△1,404

△67

△7,947

△4,726

733,761

4

3

2

1

連結 中間損益計算書（要旨） （単位：百万円）

Web

株主資本等変動計算書（要旨） （単位：百万円）

単体・連結財務諸表の詳細は
当社ホームページでご覧ください。

URL：http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_j.html

534,461
294,047
240,414
167,791
36,858
35,764
▲ 3,270
32,494
3,249
35,743
9,783
3,609
197

22,152

603,509
344,078
259,430
162,666
33,972
62,792
▲ 7,193
55,598
3,801
59,399
13,713
9,232
398

36,054

69,048
50,031
19,016
▲ 5,125
▲ 2,886
27,028
▲ 3,923
23,104
552

23,656
3,930
5,623
201

13,902

4

増減2006.4～2006.9 2005.4～2005.9
売上高
売上原価
売上総利益
供給販売費
一般管理費
営業利益
営業外損益
経常利益
特別損益

税金等調整前中間純利益
法人税･住民税および事業税
法人税等調整額
少数株主損益
中間純利益

平成18年3月31日残高
中間期中の変動額
剰余金の配当
中間純利益
自己株式の処分
自己株式の取得
連結子会社の増加
取締役賞与
株主資本以外の項目の
中間期中の変動額（純額）
中間期中の変動額合計
平成18年9月30日残高

純資産
合計

少数株主
持分

評価・換算差額等

評価・換算
差額等合計

為替換算
調整勘定

繰延ヘッジ
損益

その他有価証
券評価差額金

株主資本

自己株式
株主資本
合計

利益
剰余金

資本
剰余金

資本金

※株主資本等変動計算書の新設：会社法の施行に伴い、「連結剰余金計算書」に代えて、「連結株主資本等変動計算書」が新設されました。



主な指標

経営指標（連結）

0

5,000

10,000

15,000

（億円） 
20,000

0

12.5

25.0

37.5

（％） 
50.0

 16,760 16,668 16,687 16,938 16,743

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

2006年 
3月期 

総資産 
 5,797 5,984 6,487 7,282 7,231＊自己資本 

 34.6 35.9 38.9 43.0 43.2＊自己資本比率 

（億円） 
（億円） 
（％） 

 4,736 5,051 5,141 5,344 6,035

2003年 
3月期中間期 

2004年 
3月期中間期 

2005年 
3月期中間期 

2006年 
3月期中間期 

2007年 
3月期中間期 

2007年 
3月期中間期 

売上高 
 359 438 471 357 627営業利益 
 7.6 8.7 9.2 6.7 10.4売上高営業利益率 

（億円） 
（億円） 
（％） 

0

6.0

4.0

2.0

8.0

10.0

（％） 
12.0

0

（億円） 
6,000

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

100

200

300

（億円） 
400

（円） 
8

 0 99 278 199 199

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

2006年 
3月期 

自社株 
取得金額 

 6 6 7 7 71株当たり 
配当金 

（億円） 

（円） 

0

1

2

3

4

5

6

7

■売上高 ■営業利益 ●売上高営業利益率 ■総資産 ■自己資本 ●自己資本比率

～東京ガスの株主配分の考え方　総分配性向60％を目指して～

5

自己資本比率＝自己資本÷総資産×100
＊2006年3月期までの数値は当時の株主資本・株主資本比率
を表示

売上高営業利益率＝営業利益÷売上高×100

IR
サロン

中期経営計画期間（2006年度～2010年度）
5ヵ年合計キャッシュフロー：11,900億円の使途

■総合エネルギー
　事業への投融資

■株主配分

■有利子負債削減

有利子負債削減
5%

総合エネルギー事業
への投融資
（パイプライン建設等）
72%

株
主
配
分
へ

23%

現在の中間配当金額は1株当たり3.5円です。

■自社株取得金額 ●1株当たり配当金（単体）

総分配性向とは、配当と自社株取得を当期純利益で除した

数値を言い、当社は本中期経営計画期間（2006年～10年）

での総分配性向の目標を60％としています。

株主還元策としては一般に配当がよく知られ、これを指標

とした　配当性向＝配当金支払額／当期純利益　を目標に掲

げている会社もあります。一方当社は、1株当たりの価値を高

めることができる自社株取得も株主還元策の一つと位置づけ、

配当と自社株取得を合わせた指標である総分配性向60％を

目指して株主の皆さまの期待に応えていきます。

n年度の総分配性向＝
（n年度の利益処分ベース配当金額）＋（n＋1年度の自社株取得額）

n年度連結当期純利益



6

910 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

出来高（千株） 

2006年 2005年 

株価 
（円） 

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000

400
500
600
700

●株価および出来高の推移（東京証券取引所）

個人・その他 
20.20 ％ 
 

自己株式　4.94 ％ 

証券会社　1.04 ％ 
 外国人　  31.26 ％ 政府および地方公共団体 

0.53 ％ 
 

金融機関 
34.67 ％ 

その他国内法人 
7.36 ％ 

会社情報（2006年9月30日現在） 株式情報

資本金 141,844,398,888 円

発行済株式総数 2,810,171,295 株

株主数 168,403 人

●株式の状況

●所有者別株式分布状況

取締役および監査役（2006年9月30日現在）

取締役会長
取締役副会長
代表取締役社長（兼 社長執行役員）
代表取締役（兼 副社長執行役員）
代表取締役（兼 副社長執行役員）
代表取締役（兼 副社長執行役員）
取締役（兼 常務執行役員）
取締役（兼 常務執行役員）
取締役相談役
取締役（社外）
取締役（社外）
取締役（社外）
監査役
監査役
監査役（社外）
監査役（社外）
監査役（社外）

執行役員（取締役兼務者を除く）（2006年9月30日現在）

副社長執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
執行役員 執行役員
執行役員

石 黒 正 大
手 塚 俊 夫
村 木 　 茂
中 西 誠 一
鏑 木 　 正
蟹 沢 俊 行
大 谷 　 勉
星 野 則 和
森 　 邦 弘

蛭 間 　 弘
板 沢 幹 雄
広 瀬 道 明
吉 野 和 雄
渡 辺 尚 生
前 川 燿 男
福 本 　 学
幡 場 松 彦

上 原 英 治
市 野 紀 生
鳥 原 光 憲
草 野 成 郎
小 林 剛 也
前 田 忠 昭
岡 本 　 毅
杉 山 昌 樹
安 西 邦 夫
茂 木 友 三 郎
今 野 由 梨
山 本 一 元
平 井 　 浩
徳 本 恒 徳
花 房 正 義
清 水 利 光
森 　 昭 治

事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
配当金受領株主確定日 期末配当金　毎年3月31日・中間配当金 毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都港区芝三丁目33番1号　中央三井信託銀行株式会社
同事務取扱所 中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社 全国各支店

日本証券代行株式会社 本店および全国各支店

会　社　名：東京ガス株式会社 設立：1885（明治18）年10月1日
本社所在地：〒105-8527  東京都港区海岸一丁目5番20号
従 業 員 数：8,101名（注）従業員数は常勤の就業人員数を記載しており、出向者および臨時従業員を含みません。
格　付 け：AA+（R&I：格付投資情報センター）、Aa1（ムーディーズ）
連結子会社：52社 持分法適用関連会社：1社

●東京ガス通信に関するお問い合わせ
総合企画部IR室 ☎03-5400-3888

●その他のお問い合わせ
総務部総務グループ ☎03-5400-3894

●ホームページアドレス

【URL】http://www.tokyo-gas.co.jp/

●当社のIR情報は携帯電話からもご覧いただけます。

【URL】http://www.m-ir.jp/c/9531
バーコードリーダーで
読み込んでください。

●株式に関するお問い合わせ先

●住所変更、配当金の受け取り、名義書換などの株式に関する
手続きは中央三井信託銀行で承ります。
【電話】0120-78-2031（フリーダイヤル）
●各種手続き用紙のご請求は下記のフリーダイヤルまたは
ホームページをご利用ください。
【電話】0120-87-2031（フリーダイヤル）
【URL】http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html


